









































































































































































































































































































































おお，不条理な神！ というのも，全ては相矛盾しているからです 違いますか？ あらゆること
の覆い隠された陰険な生に永遠にされないでいるもの，それがユーモアとなるでしょう。 おお，僕の













































綴りに hが加ったもう一つの例は，1917年 4月 29日付ブルトン宛の手紙の中でヴァシェが
「amical（友情を込めた）」と書くべき箇所をhamicalとした箇所である。彼は「時々 それでも安
らかに死んでいると思われないように，他人の名をったり，馴染みある死者の頭に友情を込めた軽
い小突きをらわせることで，僕がたちの悪い男であることが証明されます」
50と書き，自分をある
有名画家と偽って自己紹介し，師団将校や参謀からひっぱりだこになっていると語るのである。
（50）
44 Ibid.
45 JacquesVache,Quarante-troislettresdeguerreaJeanneDerrien,Jean-MichelPlace,1991.この
本には頁番号が振られていない。
46 AlfredJarry,op.cit.,p.492.
47 JacquesVache,LettresdeguerredeJacquesVache,op.cit.
48 ここの綴りはpoeteとなっている。
49 AndreBreton,LaConfessiondedaigneuse	,in・uvrescompletesI,Galimard,p.194.
50 JacquesVache,op.cit.
4.『戦争の手紙』とフランケル
先に見た通り，ヴァシェは1917年4月29日付のブルトン宛の手紙において，「象徴的であること
が象徴の本質である」という定式の後に「ユーモアには恐ろしいほどのユビックもある」と書き，そ
こに同封したと思われるフランケル宛の手紙では戦車を「ユビックな動物」とみなしている。一般に
「ユビック〔ubique〕」は「遍在する」という意味のラテン語であり，プチロベールやプチラルー
スといったフランス語の辞書にこの語は載ってない。どちらの辞書にも「ユビュエスク〔ubuesque）」
という語が見出し語としてあり，ジャリの「ユビュ王」と結びつけつつ，前者ではこの語を「残酷な」，
「混乱した」，後者では「滑稽に残酷な」，「卑怯な」と説明しているが，ヴァシェが使ったのは「ユビ
ュエスク」ではなく「ユビック」である。我々は「ユビック」の語についてのヒントを，手紙の宛先
人の一人であるテオドールフランケルの手帳〔『手帳19161918』（エディションデサンドル社，1990
年）〕に求め，そこに書かれた1916年4月1日の日記の中にイタリックで表記された「ユビック」の
語を見出した。
解放。Br.〔ブルトン〕と一緒の心地良い一週間。完全な無為。読書。ジャリはアポリネールに取って代わ
られた。ジャリが僕に及ぼした途方もない影響を僕はすでに記しただろうか。僕の言語における，人間の状
況についての僕の見方における「ユビックな」特徴。善や正義に対する反射的回帰をもたらすような強迫観
念！ 僕はなおもそれを笑うことができる。51
こうしてフランケルが「ユビックな」という語をジャリと結びつけて使っていることから，形容詞
「ユビック」は「ユビュ的な」を意味すると解釈できるだろう。
ところでヴァシェはいつジャリを読み始めたのだろうか。ナントグループの第二の雑誌「野鴨」
でヴァシェは書評欄を担当したが，彼がそこで取り上げた作家の中にジャリはいない。ヴァシェが戦
場から父親に送った1915年8月17日付の手紙には送って欲しい本のリストがあり，「あなたは僕を
折衷主義だと思うかもしれないけれど，ここに示した本は全部すでに読んだもので，再読できたらと
ても嬉しいのです」52と書かれていたが，彼が挙げた作家はバルザック，ドーデ，ドストエフスキー，
ラムネ〔神父〕，ミュッセ，シェンキェヴィチ，スタンダール，トルストイ，アナトールフランス，
ニーチェであり，やはりジャリの名はない。しかし，ブルトンの「侮蔑的告白」には「私たちはラン
ボーについて（彼はいつも嫌悪していた），アポリネールについて（彼はほとんど知らなかった），ジャ
リについて（彼は敬服していた），キュビスムについて（彼は警戒していた）について語り合った」53
とあり，1916年初頭にはヴァシェがジャリの賛美者になっていることが分かる。
先に挙げた1916年4月1日の日記から，フランケルの読書がすでにジャリからアポリネールへと
移っていることが分かる。一方でこの時期のブルトンは，同日のフランケルの日記の続きに「アポリ
ネール，この素晴らしき抒情詩人の中に僕はモデルニスムを端的に見る。Br.〔ブルトン〕はヴァレリ
ーの知性に取りつかれ，その弟子になっている。ランボー，彼〔ブルトン〕は直截的で全面的な才能
（51）
51 TheodoreFraenkel,Carnets19161918,EditionsdesCendres,1990,p.22.
52 JacquesVache,Soixante-dix-neuflettresdeguerre,op.cit.
53 AndreBreton,op.cit.,p.199.
を彼〔ランボー〕に見出している」54とある通り，フランケルとジャリの読書を共有していないよう
に見える。さらに，1917年12月13日から20日のフランケルの日記には，
A.B.〔アンドレブルトン〕から手紙が来た。彼の名声は高まっており，彼は発表し，講演し，輝いている。
彼がばか者たちに慕われ，取り巻かれていると思うと可笑しい。彼はジャリについて語る， 彼がだ！
55
とある。我々は「彼はジャリについて語る， 彼がだ！」という箇所に，ブルトンがまだジャリの
信奉者ではなかった時期を知る人物ならではの揶揄を感じ取り，フランケルがブルトンに先んじてジャ
リを読んでいたと推測する。ヴァシェは1915年9月26日に戦場で負傷し，ヌヴェールの病院を経て
ナントのボカージュ通りの臨時病院に10月以降に転院した56。ブルトンが同病院に配属されたのは
1915年7月なので，二人は1915年中には出会えたはずだが，「侮蔑的告白」には「1916年のはじめ，
仮インターンとしてナントの神経症センターに動員されていた私は，この地で，ジャックヴァシェ
と知り合った」57とある。フランケルが同病院に配属されたのは1915年10月であるが，フランケル
とヴァシェの出会いについても「1916年のはじめ」と仮定するならば，それはフランケルがジャリ
を読んでいた時期と重なるのではないだろうか。そして，フランケルがジャリへの熱狂を共有した相
手は，「ヴァレリーの知性に取りつかれていた」ブルトンよりもヴァシェの方だったのかもしれない。
先に述べた通り，1916年より前にヴァシェが記したものの中にジャリについての記述はなく，ナ
ントの臨時病院からヴァシェがサルマンに送った手紙にも，ボードレールについては記述があるもの
のジャリについての言及はない。ヴァシェがいつからジャリを読んでいたのかを知るための直接の資
料は見つかっていないが，これまで見てきたことから，ヴァシェがフランケルの影響を受けてジャリ
を知った可能性も考えられる。ヴァシェは『戦争の手紙』の中で，フランケルのことを一貫して「ポ
ーランド人」と呼んでいるが，フランケルはオデッサ出身の両親を持つフランス人である。一方でユ
ビュはポーランドの王の簒奪者である。ヴァシェはフランケルを「ポーランド人」と呼ぶことで彼を
ユビュ本人，あるいは「ユビュ」の登場人物の一人に同化させ，フランケルから受けた影響を暗に示
しているのではないだろうか。
まとめ  象徴の小舟
ブルトン宛としては最後となった1918年12月19日付の手紙には，「今のノートから抜粋を一つ同
封します TF〔テオドールフランケル〕がいかがわしい雑誌と呼んでいるもののどこか，あな
たの詩の横に載せてくれませんか」58とあり，「文学」誌掲載時及び1919年の初版においては，この
手紙の後に1918年11月26日の日付のついたヴァシェの詩「白いアセチレン〔BlancheAcetylene〕」
が載せられている。また1949年の改訂版以降は，「白いアセチレン」と短編小説59「血まみれの象徴
（52）
54 TheodoreFraenkel,op.cit.,p.22.
55 Ibid.,p.101.
56 ヌヴェールの病院から1915年10月13日付で母親宛に出された手紙が見つかっている。ナントの臨時病院
からサルマンに出された手紙には，1915年「9bre22」の日付がある。9breはnovembre（11月）を表
す今では古風な語である。
57 AndreBreton,op.cit.,p.198.
58 JacquesVache,LettresdeguerredeJacquesVache,op.cit.
59 ヴァシェはナントグループ時代から短編小説を書いており，それらをコントと呼んでいた。
〔Lesanglantsymbole〕」が併載されている。「血まみれの象徴」の初出は「シュルレアリスム革命」誌
第2号（1925年1月）である。「白いアセチレン」にはハリージェームズ，「血まみれの象徴」はジャ
ンミシェルストロゴフの筆名が使われ，後者はジュールヴェルヌの冒険小説『ミシェルスト
ロゴフ』（1876年）の主人公名からとった名前と推察される。「血まみれの象徴」の主人公の名は，テ
オドールレジンスキー〔Letzinski〕であるが，名前がフランケルのファーストネームと同じであり，
姓が『ユビュ王』の登場人物のスタニスラスレジンスキー〔Leczinski〕とほぼ同じであることから，
ここでもまたヴァシェの中でフランケルとユビュが一体化しているのが見て取れる。テオドールレ
ジンスキーはロシア人の医学生かつアナーキストである。彼が看護兵として徴兵されている点も，フ
ランケルを彷彿とさせる。作中，平和の腕章をつけたテオドールの中で突如「古代の戦士」が目を覚
まし，彼は敵地に向かって一人飛び込んでいく。彼は弾丸を浴びてもなお進んでいくが，三番目の防
衛線でついにくずおれる。おびただしく血を流しながら，彼はドイツ将校が読み上げる電報を聞くの
だが，そこには「バレス氏はあらゆる教会を引き渡した。ABは詩の秘密を手渡した」
60という言葉
が含まれている。ABはアンドレブルトンを指すと推察される。この小説は次のように終わる。
テオドールは大量に出血し，もう口が利けなかった しかし，彼の仕事は終わっていた 沸き上がる
恐ろしい紫色の泡 とてつもない海 の上に，彼は象徴を委ねたのだ。
 一つの紙の小舟が漂っていた。
61
先に見たビセリエの戯曲風詩「ユーモアの死」及び「火を死なせないで」においては，老人たちの
乗った舟はことごとく沈んでしまったが，「血まみれの象徴」の小舟は漂い続ける。ナントグループ
にとって，象徴＝ユーモアであったことを思い起こすならば，死んでいく主人公は血の代価を払って，
自らのユーモアを表出したのだと解釈できるだろう。この見方はブルトンがジャックドゥーセへの
1921年1月4日付の手紙に書いたこととも呼応する。さらにヴァシェは1918年12月19日付ブルトン
宛の最後の手紙に，「僕たちは，満足のいくおそらくはスキャンダラスな宣言ができるまで，世界を
茫洋とした半無知の状態に放っておこうと決めたはずだ。でも，やはり，偽りで少し冷笑的な，いず
れにせよ恐ろしい神が示した道を準備するのは，あなたに任せることにする―本当の新精神が解き放た
れたら，どんなに愉快だろう」62と書き，何らかの宣言文の準備をブルトンに委ねているように見える。
しかし，ヴァシェは同じ手紙に「彼〔アポリネール〕は一時代を画した。これから，ぼくたちはす
ごいことができるだろう 今だ！」
63，「およそ一か月後にそちら〔パリ〕に行くつもりなので，ぜ
ひあなたに会いたい」64とも書いており，19日後の1916年1月6日に彼に訪れる，阿片の過剰摂取
による死を仄めかすものはそこにない。象徴＝ユーモアの小舟は新しい詩の到来を告げながら漂い出
る。ヴァシェはテオドールレジンスキーを身代わりとして死なせ，自らは小舟の示す未来を，ブル
トンと共に実現しようとしていたのではないだろうか。
（ごとう みわこ 総合教育センター）
（53）
60 Jean-MichelStrogoff（JacquesVache）,Lesanglantsymbole,inJacquesVache,op.cit.
61 Ibid.
62 JacquesVache,op.cit.
63 Ibid.
64 Ibid.
